


るのでね。そういう方達にも、もしかしたらこの倶楽部っ
ていうかこの輪に加わって頂いて、邦久庵を教材として、
茅葺きの練習でもいいから、ここでみんながそれを体験し
たり手ほどきを受けたりする場所にするっていうような考
え方もあるんじゃないかと僕は思う。まあ白川郷とかみた
いになると大変な話で、世界遺産にでもしない限りみたい
な発想になってくるんですけど、ここはそういう意味で言
えば 1 棟の茅葺を維持するっていうのは規模としてはそん
なに大規模な話ではないから。ある集団が定期的に教育、
勉強、トレーニングも含めて関わってくれるようなことが
できないのかなあと思うんですけどね。
永野 ｜ なかなか長崎は茅葺きの家も仕事も少ないという
状況ですよね。佐賀の方はまだ残っていたりという風に
伺ってます。今日ここに来られている中で、茅葺きの仕事
に最近携わられた方がいらっしゃったと思うんですが…ど
うですか、ぜひ会場から。ここの茅葺の状況をご覧になら
れて。どういう状況だと思われましたか。
会場（平瀬有人先生） ｜ 古谷研出身の平瀬です。縁があっ
て 9 年ほど佐賀に来てやってまして。佐賀は結構茅葺きが
残っています。佐賀市内にもありますし、あとは有明海に
面した鹿島とかにも。そのあたりの伝統的建造物保存地区
の建物の修理をここ最近手伝っています。まさに今やって
いるものは、文化庁の補助金をもらってやるようなもので
して、規模が大きいので茅がなかなか無いです。日田から
持ってくる予定だったんですが、実はつい最近連絡が来て、
今年度ほんとは 12 月から茅を葺くはずだったんですが、
茅が確保できないと急に言われて…。1 年延びました。そ
んな状況です。伝統的建造物の茅葺き屋根は残っているん
ですけど、一般の家屋ではやっぱりお金もかかるしほとん
どできない。それで職人さんが育たない、継続できない。
非常に難しいなあと思いつつ関わっています。僕らはまさ
に古谷先生に教わりましたが、茅葺きの建築教育っていう
のは受けていないので、見よう見まねで図面を描いたり、
現場で教えてもらったり。教材ということで言うと、さっ
き熊本県立大学の鄭先生と邦久庵で国際ワークショップ
やったらどうかとかそんなことを話していました。茅はそ
んなに大規模じゃないですし、雰囲気もいいし、そういう
機会ができてもいいなと思いました。
ニコル ｜ 我々のアファンの森に茅が広がってるところが
あるんですよ。以前、その茅のスキマに木が育ち始めた。
これは美しくていいなと僕は思ってたんだけど、我々の森
を研究してたある先生が「いや茅畑というのは特別なとこ
ろだ。茅がなければ生きられない生物もいるから茅は守っ
てください」と。だから、そうしています。茅のことを考
えたら、こういうこともすごく大事ですね。茅を利用する
ために切って、保全して、そこからまた新しく育つからね。
永野 ｜ 茅を通じたワークショップ、いろんな形があると
いうことかもしれないですね。茅畑そのものが一つの生態
系であってそれを維持していくことも価値があると。
ニコル ｜ うん。保護と放置は違うから。放っておけばい
いということではないですから。ところでここで燃やす薪
は伝統的に何を使いますか。この地域で。
永野 ｜ 地域で何か、というのは把握してないんですが、
いまは裏山から採れるものですね。もう何でもありの状態
なんですが、採れたものから。クロモジとか、桜も含めて
燃やしたりしてます。
ニコル ｜ 黒姫は、ナラとか。よく乾いたミズナラとかを
燃やしています。その煙が茅にはすごくいいって。針葉樹
の薪は燃やさない。桜は大丈夫。基本的に魚や肉をスモー
クできるものは大丈夫だと思う。僕、専門家じゃないけど
…。魚とか肉なら専門家。（笑）

永野 ｜ もうひと方、茅葺きに携わられている方がいらっ
しゃるのでご意見伺ってみたいと思います。
会場（西本一威さん） ｜ 建築設計をやっています、西本で
す。自分が邦久庵を知ったのは僕が学生のとき池田先生の
フィールドワークの授業に参加して、ここに来ることが
あって。それから十数年経った昨年末に知人からこういう
のあるよと邦久庵の写真を見せられて。その時にもうこの
茅葺き屋根は補修しないといけない状態だっていうのがわ
かりました。というのも僕も 300 年以上前の建物の茅葺の
改修設計管理をしていて。佐賀の業者さんにお願いしてい
たんですけれども、ちょうどトントン拍子にこっちは茅の
確保ができました。
古谷 ｜ 平瀬さんのところの茅が、そっちにいっちゃった
んだな。（笑）
西本 ｜ 筑後川方面の茅でした。でも名産地というところ
の茅も実際には品質が悪くなっているらしいです。知人の
茅葺職人さんに邦久庵の屋根を見せたんですよ。そしたら、
ここは凄くいい茅を使っていると言っていました。細くて
いい茅だと。ただ、メンテナンスがなされていないと。茅
葺きは 5・10・15・20 年を目安に手入れをして、最後葺き
替える。ここの場合は生い茂っている木を切って雨垂れを
なくしてとかも含めてですね。茅が薄くなってて、元々
60cmくらいあった屋根の厚みは恐らくもう20cm程度しか
ないんじゃない。竹の下地が見えてきてしまっていて、台
風とかくるとそこから雨漏れだったり動物も入るしという
状況なのかなと。
永野 ｜ 確かに小動物が入った痕が時折あります。職人さ
んによると、まず差し茅という補修をして茅の厚みを取り
戻す必要があるそうです。その上で 10 年後くらいに葺き
替えが必要になってくるという話でした。そうすると
1000 万みたいなお金がかかるということを職人さんから
聞きました。本当に文字通り 1000 万かかるのか、ワーク
ショップなどで教育的な取組みを交えながらもう少し安く
できるといいんですけど。
古谷 ｜ただこうして集まって話していると、茅の問題も、
シロアリ修理の問題も、単純に業者にお金を払ってやって
もらうというのではない方法を考えられるんじゃないか、
という風に思えます。

永野 ｜ お金のことはあまり考えたくないんですが、茅葺
き屋根を維持するお金をどうするのかというのはこの邦久
庵を何に使うのかということに直結します。儲けていくの
ではないと思っているんですが、現実、教育的な使い方だ
けではやっていけない。プラスアルファのお金を得て積み
立てて、それで初めて持続するという状況です。
古谷 ｜ 教育的と言ったのは、茅葺きのメンテナンスに関
してであって、邦久庵の利活用自体を教育に限る必要はな
いと思います。もちろん専門の職人が必要な場合もあるけ
れど、ここで今日薪を燃やすことで、煤が茅を保護してく
れるっていうのもあるから。つまり、ここで薪を燃やす回
数を確保する。度々ここに人が来る機会を創出しなければ
いけない。教育に使うだけでは足りないね。
永野 ｜ 使い方としてまず考えられることに、ゲストハウ
スがありそうです。見ての通り、定員も限られてますから、
高い単価で。今日は本当にギュウギュウですけど。
ニコル ｜ ゲストハウスね。外国人だったら喜んで、こう
いう経験をとても大事にすると思います。どんどん増えて
ますよ、外国の人。みんな田舎に行きたがる。外国の人は

ゲストハウスになったら外国の人は
本物を求めて、大事にすると思う。



本物を求める人が多いですよ。
永野 ｜ ハードルとして、最初は駐車場のことがありまし
た。3～4 台でもう目の前のスペースが一杯になって。実
は皆さんが止めて頂いた広場みたいなスペースは、実は地
元の方が整備してくれたもので今日のイベントに向けて超
格安でやってくださった。そういうご協力があってここが
支えられている。地元の方々のご協力なしにはやっていけ
ない。その中で、どこまで不特定多数の方に来ていただく
べきか。そんな葛藤も出てきます。
古谷 ｜ 自由に立ち入らなくてもいい。そういう感じじゃ
なくて、ニコルさんが仰っていたように、予約制でいいと
思う。しかも予約が来たら、車で来てくださいじゃなくて、
飛行場まで船で迎えに来てくれるといいよね。
ニコル ｜ ああ、それは喜びますね。
古谷 ｜ それで値段結構高くても大丈夫だと思いますよ。
そうして迎えに来てくださったり、地元の料理を振舞って
くださったり。そういうものが地域の方々が総出で関わっ
ていただいて、それに対して費用はもちろん払う。その前
提で宿泊してくれるゲストさん。これはひとつあると思い
ますよ。
上口 ｜ ニコルさんも太鼓判を押してくれてますし。
古谷 ｜ いわゆるリゾートホテルじゃなくて。地域の方が
そういう体験を提供してくれる施設になると。

永野 ｜ 「船で来る邦久庵」はぜひやってみたいことのひと
つです。カヤックで邦久庵の前の海を遊んだことがあるん
ですが、やっぱり海から見るとまた全然違って見えました。
そもそも池田さんの設計思想として、長崎オランダ村も海
からどうアプローチするかということを考えてつくってい
る。おそらくここも同じ考え方が流れている。今仰った、
迎えの船。まずはすぐその辺まで迎えにいくとかでも最初
はいいのかもしれない。できることから体験を共有してみ
たい。
古谷 ｜ ベネチアもちょっと奮発して空港や駅からボート
タクシーで行くといい気分ですよ。水上バスもあるんです
けど、運河までタクシーで、ホテルの前まで行けるのがと
てもいい。
永野 ｜ 池田さんもよく空港まで息子さんを迎えにいって、
邦久庵まで連れてきていたということでした。
中村さん ｜ 池田さんはここまで来たと言ってました？
永野 ｜ 聞いたところだと、その辺まで来て最後は小さい
船で渡ってきていたらしいです。浅いので最後までは難し
いんですかね。
中村さん ｜ じゃあアンカーを打って最後は小さなテン
ダーボートでということか。池田さんの写真を見て、そこ
らへんまでなら来れるんだと思ってました。ここから空港
まではとてもいいんだけどね、そこから建物際まで来るの
が難しいんだ。
ニコル ｜ 僕はここに矢矧（当時池田さん所有のヨット）
で来たことあるよ。
中村さん ｜ いま矢矧はオランダ村に停泊している。いま
所有している人に交渉できないかな。たぶん釣りで使って
いるんですよ。邦久庵でゲストを迎える際に利用させても
らえないか、連携を取ることはできないのかな？
永野 ｜ そういえば先日オランダ村の方が、最近矢矧を動
かしたと仰っていました。メンテナンスもちゃんとされて
いるんだとしたら、交渉できるかもしれないですね。大村
湾ほど穏やかな海はないし、大村湾ほどこんなに水面が近

い海はない、池田さんもいつもそう仰っていて、だからこ
そこの場所を選んだということなんです。大村湾って今は
ほとんど海上交通はなくなりましたけど、これから大村湾
沿岸で起こっている色々なこと、例えば無人島リゾートを
やっている方がいたり、カヤックハウスを始めた方がい
らっしゃったり、もちろん邦久庵、オランダ村、それから
ハウステンボス。東側では川棚、千綿。海を使ったネット
ワークは私たちのひとつの目標にもなると思っていて、何
十年後かわからないですけど、そこに向けてまずは邦久庵
でも船を使ったプログラムを試してみたいなと。
古谷 ｜ ご近所で船舶の免許を持ち腐れている方はいらっ
しゃらないんですかね。
会場（樋口英雄さん） ｜ ああ、使ってないけど、持ってます。
私は昨年長崎に U ターンして、それまでは東京とかヨー
ロッパで仕事してたんですけどリタイヤしまして。ずっと
大村湾沿岸に住みたいと思っていたんですよ。場所を探し
て、ここから車で 20 分くらいのところに家を建てて住ん
でいるんですけど。こっちに帰って来るにあたってまず船
舶の免許を取らないといけないなと。それで取ってきたん
ですけど、まだ船が持ててないんです。
古谷 ｜ 是非それを活用してほしいですねえ。
樋口さん ｜ 私も民泊をやってまして。東京や福島からう
ちに泊まりに来られる方もいて、長崎空港まで来て、その
後空港から定期船に乗ってもらって。途中の町まで私が車
で迎えに行くんです。その時、飛行機から船ってすごくエ
ンターテイメントだなあと仰ってましたね。
永野 ｜ 例えば船をシェアするというアイデアもあるん
じゃないかと思うんですね。近くのゴルフ場はすでに船で
の送迎、やっているんですよ。空港から船に乗っていきな
りゴルフ場に着く、という非日常感を演出していて。それ
をぜひゴルフ場だけじゃなくて樋口さんのところとか邦久
庵とかもやりたいですよね。
樋口さん ｜ ええ、もう少しネットワークを広げてうまく
回ると、すごくいいと思います。
中村 さん｜ ポンツーンが欲しいですよね。船で近くまで
いけても結局停留できないからね。
ニコル ｜ 私は今年グリーンランドとカナダに行って、お
客さん 180 人乗りの船で行って、最後はフランスのゾディ
アックボート（ゴムボートの一種）で行きました。砂利で
もいけるし天気が悪くても使える。北極で使っているよ。
日本人だったら 12 人は乗せられますから。僕みたいなデ
カい人なら8人かな。（笑）
中村 さん｜ すぐそこの船着場は、乗り上げに良さそうな
スロープになっているね。
会場（地元の方） ｜ でも牡蠣が多いから、牡蠣殻で切れて
しまうかも。
中村さん ｜ うん、大村湾はそれが多いのよね。
ニコル ｜ でも頭から出来ないと思ったらダメですよ。ど
うにかできるようにする。みんなで、そういう姿勢で考え
なきゃ。
中村さん ｜ 向こう側の入り江に廃ヨットが置いてあるよ
うなところがあって、そこには入れそうでした。この入江
は厳しいかもしれないけど、向こう側は入れそうな。でも
歩くにはちょっと距離があった。
古谷 ｜ じゃあ、そこからはニコルさん得意の馬車だ。
永野 ｜ すごいですね。飛行機乗って、船乗って、馬車乗っ
て…。
会場（地元の方）  ｜ 実際駐車場のあたりが停めやすいと
思うから何メートルかポンツーンを出すのが一番現実的
じゃないかと思います。
古谷 ｜ おお、結構具体的になってきたな。

大村湾と船の組み合わせはすごいエ
ンターテイメントになる。



古谷 ｜ いいシーズンは客が来そうだけど、問題は冬だなっ
て。冬はちょっと違う形、それこそ研修型の滞在とかもあ
りえる。学生が割引価格で泊まるんだけど労働させる。薪
作りとか。茅整備とか。
永野 ｜ ありがたいですね。とは言えいずれにしても、常
駐まではいかないまでも、常にこの近くで動くことができ
る人が必要です。邦久庵倶楽部っていう組織は受け皿とし
て立ち上げたつもりでして、私も東京からで 2ヶ月に 1回
しか来れない状況です。地元で直接的に動いてくださる方
が重要なんです。邦久庵倶楽部がこの一年活動してきた上
に、これから地元の皆さんがどのように関わって下さるか
がまさに課題になってきています。
会場（松林静風さん）｜ 西海市長と会ってみませんか？全
体的に地域の町おこしにつながるような施設ですよ、これ
は。地元の人に管理してもらわないと、東京の人たちだけ
では難しいと思います。市長はとてもいい方ですよ。
古谷 ｜ この施設を地域共有の財産だと考えて、教育型・
イベント型・高級滞在型などで人を迎える。確かにそのと
き常に人がいる必要があると思います。その際に船の送迎
や清掃など、小さな生業につながっていくようにできたら
理想だと思います。
ニコル ｜ アファンの森では５人が働いています。5 年前
から馬もやりだしたんだけど、地元で馬方を探してもいな
い。結局地元じゃない 22 歳の女の子がやるようになって、
段々良くなっている。でも確かに、地元の人がいなかった
ら新しい地元の人を引っ張らないと。若い人が住まないと
ダメだ。
松林さん ｜ もしかしたらハウステンボスと提携できれば
解決する問題でもあるわけです。直感的にはハウステンボ
スの特別なお客様を邦久庵に招くことができれば一番いい
と思いますね。
古谷 ｜ その場合も、全部ハウステンボスがやるのではな
くて、こちら側のイメージの元で、お客を斡旋するような
形がいいですね。ハウステンボスでは出来ない経験ができ
るところが、こちらにありますよと。連携してここにお客
さんを送ってもらうといいですね。
ニコル ｜ オランダ、イギリス、ドイツ。このあたりの人
は絶対来たがるよ。アファンの森も、先週は韓国から、先
月はアメリカから来ました。昔は宣伝が必要だったけど、
今、宣伝は必要ない。自分から宣伝してくれるから。
古谷 ｜ 海外に発信する準備をしないとね。みんながフェ
イスブックとかインスタグラムでやってくれるから、いい
もの見せれば来ると思います。いい絵は、もうほとんどす
でにありますよね。ここにちょっと美味しい何かが出て来
たら。
ニコル ｜ あと、飲み物も大事。（笑）

ニコル ｜ 僕も田舎に30年住んでいるけど、地元の人は「こ
んなところ何がいいの」とよく聞かれるんですよ。
松林さん ｜ 地元の人にはわからないですよ。そしてお金
がない。お金のある人は特に大事に評価してもらいたいね、
ここを。ただの遊び場にしては勿体無い。
会場（地元の方）  ｜ オランダ村の近くに小さなカニがい
るところがあるんです。それが美味しい。たぶん地域の人

が気づいていない美味しいものが近辺にまだまだある。生
卵だってそう。食べ物をうまく使った集め方をしないと人
は来ないと思うんです。
古谷 ｜ 食べ物で釣るのはいい。大事な餌ですね。（笑）
会場（地元の方）  ｜ 私も耕作放棄地で無農薬でジャガイ
モを育てている。長崎自慢の俵ポテトを中心に育てていま
す。
会場（地元の方）  ｜ 近くにジビエがある。ワタリガニも
いる。イノシシも。
古谷 ｜ 鹿はニコルさんみたいな人に任せたらとびきり美
味しい料理になりますから。ジビエはどなたか免許を持っ
ているんですか。
会場（地元の方）  ｜ 免許持っている人がいます。今は業
者に卸しているけど、ゆくゆくは地元販売もやりたいと聞
いています。悪い肉はどんどん落としていて、美味しい肉
を食べられる。血抜きもちゃんとしている。地元の人で食
事会をやったそうです、なんの肉か言わずに。そしたら美
味しいなって。お勧めできます。
永野 ｜ これは、食べ物の話だと、どこまでも広がりそう
ですね。実は 90 分が過ぎてしまっていて終わらないとい
けないんですが、せっかく広がってきた議論を閉めたくな
いので…ここは食べ物トークの勢いのまま、懇親会に移っ
ていきたいと思います。皆さんぜひ続きを、懇親会で。皆
さん今日のトーク、どうもありがとうございました。
一同 ｜ ありがとうございました。（会場拍手）

いいものはすでに揃っている。ここ
は地域共有の財産。地元の方々の小
さな生業につながったら理想的。

食も含めて、地域の人が気付いてい
ない価値がまだまだある。



　山を抜けておだやかな大村湾を眺めながら近づく邦久庵へのアプロー
チ（近づくまで邦久庵の全体像を全くつかめないワクワク）、石垣によ
る裏の防潮堤（コンクリート擁壁より耐久性があるとされているし美し
い）、太陽が上り沈むという時のながれを感じる東西の抜け（南側から
の採光を信じすぎていた）、人が集まりみんなで取り囲む囲炉裏（自然
とソシオペタルな居方）、そして、今にも海に出航しそうな邦久庵その
ものの佇まいに、直接池田先生にはお目にかかれませんでしたが、先生
が邦久庵にこめられた自然観を体験したように思います。貴重な時間を
ありがとうございました。
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Participants

宮原 真美子 先生
佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻・准教授 佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻・准教授

　6 年前、JIA 日本建築家協会 U-40 建築家セミナー 2011 で池田先生と
対話の機会をいただき、池田先生の講演「超高層から茅葺へ」でご紹介
された邦久庵にはぜひとも訪れたいと思っておりました。船の甲板をイ
メージしたデッキから望む大村湾はとても美しく、穏やかな大村湾に投
錨する船のようでした。
　「僕の建築の基本には、常に日本の行く末がどうなるか、という考え
があります。・・・その答えが、この邦久庵です」と池田先生は論考で語っ
ておられますが、邦久庵のゆっくりと流れる時間の中で池田先生の思い
を馳せる、とても貴重な時間をいただきました。

平瀬 有人 先生

早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科修士課程 古谷誠章研究室

　私は福岡県の出身でよく長崎にも行ったことがあるのだが、あのよう
な場所にあれだけ素晴らしい建築があるとは知らなかった。邦久庵の内
部、周辺を少し歩いただけでも、地域の伝統技術、そして地域の自然な
ど魅力的な要素が多くある場所であることがわかった。
　シンポジウムでの囲炉裏を囲んだあの雰囲気は決して都会のシンポジ
ウムでは味わうことができない一体感だと感じたし、屋根の張り替えな
ども含め、人がいないと生きていけない家であるだけでなく、人の繋が
りを生む可能性のある建築だと感じた。 

福山 智大 さん
早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科修士課程 古谷誠章研究室

　長崎水族館の話でも出たように、建築の残し方に関して考えさせられ
ました。そのまま残すのではなく、残すとしても誰が使うのか、どう使
うのか、または壊すとしても誰がどう壊すのかという風に、どちらの結
果になってもそこまでの過程をデザインすることや多くの人々と共有す
ることが大切なのだなと感じます。
　邦久庵の場合はまだ築年数が若いことや、地域の人々が積極的に関
わってくださっていることからその過程にも様々な選択肢があっていい
場所だなと思いました。 

万徳 友里香 さん

ご参加くださった大学関係の皆さんからの
感想とメッセージ



　この地域は穏やかな、海に近い場所であると感じました。その中でも
邦久庵は、自然を背景とした壮大な舞台装置のようでもあり、海に向かっ
て建てられたその佇まいはさながら岬に停泊している小船のようにも感
じました。かつての大村湾は現在ほど美しい海ではなかったと聞き、池
田先生をはじめ多くの人々によって守られたこの海とその文化を意識で
きる幸せな空間だと感じました。

副田 和哉 さん
佐賀大学大学院工学系研究科システム創成科学専攻博士後期課程 平瀬研究室

 This visit in HOUKYUANN gave me a deep impression. The 
architect’ s thoughtfulness can be seen both in the selection of sites and the use of 
materials or in the relation of internal and external space. In this building, they used the 
traditional wooden structure and the traditional construction craft, that makes the 
building itself became a heritage of craftsmanship. The entire building was east-west. 
There is a vestibule to the west, facing the direction of the sunset. This vestibule is my 
favorite space in this building. He created a transitional space between architecture and 
the sea. Here people can have a panoramic view of the surrounding.

Ling Xiang さん
早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科 古谷誠章研究室

佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻修士課程・平瀬研究室

　池田先生の思いをずっしりと詰め込み、大村湾の辺りに静かに碇泊す
る邦久庵。大村湾の透き通った水やそれを囲む山々の色や音を肌に感じ
ながら、ゆっくりと流れる時間に浸る、そんな贅沢な一時でした。
　邦久庵では、内部空間の随所に見られる空間の抜けが絶妙なバランス
で、そこからの自然や生活感の取り込まれ方はとても魅力的でした。貴
重な時間を有難うございました。

山田 章人 さん
佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻修士課程・平瀬研究室

　周囲の細い道、目の前に広がる湾、邦久庵は行く道のりからとても清々
しい魅力的な場所でした。
　内部に入ると空間の抜けが細部まで考えられていて、緊張感がありな
がらも居心地の良い空間でした。
　邦久庵がこれからも地域に在り続けることを願わずにはいられませ
ん。貴重なお時間、ありがとうございました。

石井 陽菜 さん



後　援
Special  Thanks

森が学校産学共同研究会　　　　　株式会社建築画報社　　　　　九州教具株式会社　　　


